
    

 

 

 

 

 

第 34回 座間市自治会役員研修大会開催 
 

平成 29年 9 月 10 日（日）、「安全・安心の街づくり」を大会スローガンに、 

ハーモニーホール座間小ホールにて開催しました。 

 

第１部：「自治会功労者表彰式」 
                          ≪平成２９年度 自治会表彰者≫（敬称略）  

菅 毅（栗原地区自治会連合会 前会長）  

・座間市自治会総連合会理事  ９年  

（含 自連協理事 ３年） 

・グリーンタウン自治会長   ９年 

 

表彰式後、遠藤市長、京免市議会議長、金子教育長から、

それぞれご挨拶をいただきました。 

 

第２部：東京都立川市大山自治会相談役 佐藤良子氏講演 

演題「地域に必要とされる自治会づくり」 

大山自治会は 1600 世帯（4000 人）の大規模な団地自治会で、自治会加入率１００％！ 

活動の４本柱として「市・能・工・商」を掲げています。 

市・・・市民が主体のまちをつくる 

    能・・・人材バンクを作りスキルのある人を募る 

     工・・・工夫とアイデアで行事を企画し運営する 

     商・・・自治組織自立のため高齢者事業団を作り運営する 

４本柱による大山自治会の主な活動 

  ○非常時に備え、家族構成を含む全住民名簿を作成 

   ○高齢者、障害者の見守りと関係団体との連携で孤独死ゼロ 

   〇役員だけでなくサポーターを入れた行事運営 

   ○集会所を利用した自治会葬 

   ○自治会事務所に会員からの相談窓口を設置 

    

    

  

 

 

 

 

 

 

自治会活動に伴う課題解決の糸口になりそうなお話がたくさんありました。 

参加者のみなさんの自治会で、ぜひ参考にしていただきたいです。 
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平成２９年１０月２６日（木）習志野市連合町会 

連絡協議会の鈴木とし江会長をはじめ役員３０名、 

事務局３名の方々が来訪され、市自連役員8名と 

意見交換会をしました。 

市自連ホームページを見て視察先に選ばれました。 

習志野市と座間市は、東京近郊で人口規模もほぼ 

同程度、陸上自衛隊が近くにある点も似ています。 

 

 

 

習志野市連合町会連絡協議会が希望した議題について市自連が説明しました。 

 

① 加入促進の取り組みについて 

      ・年度末に市内外からの転入者に自治会加入を呼びかけていること 

・座間市民ふるさとまつりで自治会活動をパネルにまとめ、専用ブースで展示 

していること 

        

② 行政との連携について 

・「市との意見交換会」を年間5回、実施していること 

・災害時避難行動要支援者支援について、単位自治会が要支援者の名簿を 

受領し活用するため、課題の洗い出しと解決に協働して取り組んでいること 

 

意見交換のなかで自治会運営の話も出て、習志野市の行政主導の運営体制に対し、 

市自連が事務局も含め行政から独立した体制であることに興味と関心が寄せられ 

ました。 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 プロジェクターを使用した説明           活発な意見交換の様子 

 

    

     ※11 月下旬に市自連理事は長野県松本市町会連合会を訪問します。 

      若年層向けの加入促進のノウハウがある連合会で、若い世帯向けの加入の 

アプローチの仕方などを中心に意見交換をしてきます。 

 



 

 

 座間市自治会総連合会と座間市との意見交換会 

 

平成２９年度の市との意見交換会について、主な内容をご報告します。 

なお、第2回（平成２９年9月２２日）は開催しませんでした。 

第 1回(平成２９年７月４日) 

項  目 内  容 

【住宅用火災警報器の設置】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《消防本部予防課》 

・平成２３年６月１日から法令で設置が義務化された

が、戸建ての設置率が低い。設置していても、電池

切れによる使用不能の状況が見られる。 

自治会からも啓発をお願いしたい。 

・寝室には煙感知器、台所には熱感知器を推奨。 

・６５歳以上、病気・ケガの方などで設置困難な場

合、機器の不具合が生じた場合には消防本部予防

課で対応するので、相談してほしい。 

座間市消防本部予防課 電話 046－256-2213 

【防災訓練の申し込み】 

 

 

 

《消防管理課》 

・救命に特化した訓練⇒消防署に申し込む。 

・訓練参加者の保険⇒危機管理課に申し込む。 

（危機管理課の書式が適用されるため） 

・詳細は消防署に相談してほしい。 

【災害時における防災備蓄物資の提供に関す

る協定】 

 

 

 

 

《危機管理課》 

・市は商店や飲食店を対象にサポート店を募集

している。発災による停電等で放置すれば傷んで

しまう食品等を避難所に提供してもらうことで

食品ロスを防ぎ、店舗には提供分について市から

相応の費用を出すというもので、現在１９店舗と

協定を結んでいる。 

【高座清掃施設組合等視察研修会】 

第４回視察の内容について 

開催日 平成 30 年 2月 24 日（土） 

《資源対策課》 

・市自連の要望で、初めて土曜日午前に実施する。 

高座清掃施設の見学のみだが、平成３１年稼働予定

の新施設が視察できる。 

 

第３回(平成２９年１１月７日) 

項  目 内  容 

【集会所老朽化に対する行政の対応】 

 

 

 
 

《市民協働課》 

集会所も含め、市内公共施設の老朽化に対する取

り組みは端緒についたばかり。今後、関係部署で取

り組んでいくので、その中で集会所に対する対応

も検討していく。 

 

 



今年度、市自連防犯部と１３ある地区自治

会連合会が座間防犯協会保有のパトロール車

を使ったパトロールを強化しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  車は回転灯が青色で車体も青が基調です。 

   

  

 

 

 

 

 

 

パトロール中はマグネットシートを貼っています。  

 

 住宅街を走行するため、低速で慎重な運転

を心がけ、昼間の１０時から１５時の間を

中心に実施しています。日中のため在宅者

は少ないようですが、「地域の眼」が手薄な

時間帯なので犯罪の抑止に効果があると思

います。在宅の高齢者世帯に向け振込み詐

欺被害に遭わないよう、スピーカーで呼び

かけもしています。 

 これから年末に向かいます。皆さんも振込

み詐欺や空き巣などに十分気をつけてくだ

さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

パトロールに「いざ出発！」 

 

 １０月の毎日曜日と体育の日は、各地区自

治会連合会主催で市民レクリエーション大会

が開催されました。台風や大雨の影響による

中止や学校の体育館での開催になった地区も

ありましたが、「運動会」「スタンプラリー」

「体力測定」「歴史探訪」など趣向を凝らした

内容で繰り広げられました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

スタンプラリーの最中、ちょっとひと休み 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   玉入れ競技、「たくさん入れ～！」 

  

 

 

 

 

 

 

市自連ホームページには、市民レクリエー

ション大会の他にも芋ほり大会、こども映

画会、防災訓練など地区自連や自治会の行

事がたくさん掲載されています。 

 ぜひ、ご覧ください。 

http://shijiren-zama.com 
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